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1. KBA 活動の基本指針策定の必要性

神奈川から変える
ビリヤード業界の未来

【店舗募集のパンフレットの表紙】

組織のスローガン
（目的・理念）

何を・どのように・いつまでに活動していくのか

現状：各理事がそれぞれの理想を持つ“こうあってほしい”“こうでなければならない”
それは、KBAとしての意見なのか、個人の意見なのか判断がつかない。

目的達成のための基本指針（柱）を確立し、全員が一丸となって
進めるような仕組みを早急に確立する事が重要



2. 現状把握と改革イメージ
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3．KBA 活動理念（ベーシック）

教義

社会規範

KBA
活動の規範
（イメージは4で説明）

慣習

倫理

道徳 法律

昔から⾏われている
悪しき慣習

ビリヤード業界の
改善されない古き教義



NBAの規約

KBA
活動の規範

KBAの規約
（KBAの定款を参照）

ルール決めが必要

活動ルール

4．KBA 活動の規範

KBAの規約（定款）は存在するが
今後店舗や人員が増えていく中でKBA
がどのような方向を向いていくか、ルール
決めをした上で進んでいく必要がある



5．KBA 組織体系

日本国内のビリヤード・スポーツを統括する公益社団
法人日本ビリヤード協会(NBA)を構成する正会員で
あり、その神奈川県⽀部であります。 日本ビリヤード
協会は国内のポケット、キャロム、スヌーカーの各種目
の団体が全て加盟する最高機関で、JOC(日本オリ
ンピック委員会)の承認団体となっております。競技ス
ポーツとしてのみならず、生涯スポーツとしてビリヤード
を発展させるべく日々活動しております。

KBAホームページの組織構成から抜粋



6．KBA 活動範囲のルール
規約（定款）から以下を抜粋
第４条
本協会は神奈川県に於けるビリヤード界を統括し、ビリヤードの健全普及および振興を
図り、併せて協会会員相互の親睦と融和を図り、ビリヤード界の発展に貢献することを
以てその目的とする。

第５条
本協会は第四条の目的を達成するために以下の事業を⾏う。

①ビリヤードの健全普及および指導。
②ビリヤードの生涯スポーツとしての健全普及および指導。
③ビリヤードの競技会を通じ競技者の競技力向上を図る。
④ビリヤードに関する調査研究。
⑤その他第四条にあげる目的を達成するために必要な事業。



7．活動範囲
7-１．概要イメージ

KBAの活動
円の中⼼に⾏くほど

優先度は高い

①ビリヤードの健全
普及および指導。

②ビリヤードの生涯
スポーツとしての健
全普及および指導。

③ビリヤードの競技
会を通じ競技者の
競技力向上を図る。

④ビリヤードに関す
る調査研究。

⑤その他第四条に
あげる目的を達成
するために必要な
事業。



7-2．活動範囲の詳細
①健全普及および指導。
・学生への普及活動 （部活・サークル）
・マナーやルールの教室
・レクレーション協会での活動
・親子イベント
・実業団（企業対抗）



②生涯スポーツとしての健全普及および指導。
・⽼人ホーム
・シニア大会
・文化サークル
・レクレーション協会での活動



③ビリヤードの競技会を通じ競技者の競技力向
上を図る。
・全国大会代表選抜戦
・各クラス別試合
・プロプレイヤーが教えるクラス別教室

KPBAと協力



④ビリヤードに関する調査研究。
・ビリヤード道具に関する研究
・他スポーツ団体との意⾒交換
・ビリヤード業界の歴史
・他⽀部との情報共有
・WEB SNSなどの有益な情報の公開、提供



⑤その他第四条にあげる目的を達成するために
必要な事業。
・スポンサー獲得のための営業活動
・県内大会・イベントの企画
・SNSを利⽤した広告活動
・ビリヤードターゲット層以外の幅広い活動

→先日BCJさんと意⾒交換の内容を参照
※参考資料 R3‗11‗6会議報告書


